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【解答】3 
難易度★（定番の超基本問題） 
電波は 1秒間に 30万 km伝搬します。静止衛星までの距離が 37500km だとすると、単純計算で行きに 0.125
秒、帰りに 0.125秒、合計 0.25 秒程度以上かかります。これは送話者から受話者に向けての片道の値ですか
ら、往復にすると 0.5秒程度の遅延を感じます。 
静止衛星は、春分や秋分の頃、太陽―地球―衛星という位置関係になり、衛星に光が当たらない期間がありま
す。この間は太陽電池が発電しませんから、蓄電池によって動作します。 
赤道上に 3 個の衛星を等間隔に配置すれば、理論上は地球上のほぼ全てをカバーすることができます。 
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【解答】1 
難易度★（絶対に正解したい） 
TDM=Time Division Multiplex の略で、複数の通信チャネルを時間的に少しずつずらして順次伝送する方式で
す。これでは待ち時間が発生し通信に遅延が生じてしまいますが、複数の通信チャネルを高速に切り替えて通
信するため、人間の感覚ではリアルタイムで通信できているとしか感じられないため支障はありません。 
TDM 方式の場合、送信側と受信側でタイミングの同期を取る必要があるため、送信信号の中に同期パルスが加
えられるのが一般的です。この時点で正解は 1に決定されます。 
PCM による多重中継回線において、1ch当たりの伝送速度が 64[kbps]であれば、伝送速度が 1.54[Mbps]とな
る多重回線数は、1.54[Mbps]÷64[kbps]＝1540[kbps]÷64[kbps]≒24回線です。  
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【解答】3 
難易度★★★（回路計算が苦手なら後回し） 
解き方は何種類かありますが、重ね合わせの原理を用いて解説します。 
重ね合わせの原理は、27[V]の電池を残して 18[V]の電池を短絡した状態で 6[Ω]に流れる電流を求め、その次
に 18[V]の電池を残して 27[V]の電池を短絡した状態で 6[Ω]に流れる電流を求め、それらの値の合計が、両方
の電池を接続している状態のときに抵抗に流れる電流である、というものです。 
まず 27[V]の電池を残します。このとき、27[V]の電池～12[Ω]～16[Ω]と 6[Ω]の並列と接続された回路にな
るため、このとき 6[Ω]に流れる電流は、 

27
12+16×6

16+6
× 16

16+6
= 27×(16+6)

360
× 16

16+6
= 27×16

360
= 432

360
= 1.2[A] 

です。次に 18[V]の電池を残した回路は、18[V]の電池～16[Ω]～12[Ω]と 6[Ω]の並列と接続された回路にな
るため、このとき 6[Ω]に流れる電流は、 

18
16+12×6

12+6
× 12

12+6
= 18×(12+6)

360
× 12

12+6
= 216

360
= 0.6[A] 

となり、これらの合計 1.8[A]が答えです。 
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【解答】3 
難易度★★★（回路計算が苦手なら後回し） 
抵抗で消費される電力 P=I2R より、回路に流れる電流を求めます。360÷9＝40 より、回路電流は√40[A]です。 

したがって、Rと XLの合成インピーダンスは、100 ÷ √40 = 100
√40

[Ω]です。 

R・XL・XCの直列合成インピーダンスの値は、 
�(𝑋𝑋𝐿𝐿 − 𝑋𝑋𝐶𝐶)2 + 𝑅𝑅2 

で計算でき、この回路では XCつまりコンデンサが存在しませんから、 

�𝑋𝑋𝐿𝐿2 + 𝑅𝑅2 = �𝑋𝑋𝐿𝐿2 + 92 =
100
√40

 

を解けば XCが求まります。 

�𝑋𝑋𝐿𝐿2 + 92 =
100
√40

 

𝑋𝑋𝐿𝐿2 + 81 =
10000

40
= 250 

∴ 𝑋𝑋𝐿𝐿2 = 250− 81 = 169 
∴ 𝑋𝑋𝐿𝐿 = 13 
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【解答】4 
難易度★（実は超ラッキー問題。必ず覚えておこう） 
1 のようなスリットはコイル＋コンデンサとして働きます。 
2 のような横型のスリットはコンデンサとして働きます。 
4 のような縦型のスリットはコイルとして働きます。 
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【解答】2 
難易度★（是非とも正解したい） 
俗に「最大電力の定理」と呼んだりもしますが、このような回路の場合、RL=r が最大有能電力となります。し
たがって、RL=r=10[Ω]がその条件ですから、回路全体としては 100[V]の電源に 20[Ω]が接続された回路とな

り、RLの両端の電圧は 50[V]です。これより、P = 𝑉𝑉2

𝑅𝑅
の式を用いて、P=50[V]×50[V]÷10[Ω]＝250[W]が求

まります。 
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【解答】5 
難易度★（共振回路の性質を知っていれば簡単） 
インピーダンスベクトルの難しい計算式が提示されていますが、この複素数を実際に計算して答えを出す必要は
なく、共振回路の基本的な性質を知っているだけですぐに答えられる問題です。 
この式のうち、jで括られている部分、すなわちリアクタンス分である（ωL―１/ωC）がゼロになっているのが
共振状態です。直列共振では、共振周波数でインピーダンスが最小値、回路電流は最大値となります。 
なお、抵抗・コイル・コンデンサのΩ値などの呼び方ついてまとめると、次のようになります。 
 

回路素子 電圧÷電流（電流の流れにくさ） 電流÷電圧（電流の流れやすさ） 
抵抗 レジスタンス コンダクタンス 

コイル単体 
コンデンサ単体 

コイル＋コンデンサ 

リアクタンス サセプタンス 

抵抗＋コイル 
抵抗＋コンデンサ 

抵抗＋コイル＋コンデンサ 

インピーダンス アドミタンス 
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【解答】4 
難易度★（定番問題！） 
OFDM は、高速（＝大量）のビット列、つまり高速大容量のデジタルデータを複数に分割し、各々をサブキャリ
アで変調して周波数軸に並べて並列伝送するものです。これにより、サブキャリア１本あたりのシンボルレート
を低くすることができ、雑音や混信などに対して強い伝送路とすることができます。 
シンボルレートが低いということは、隣り合うシンボル同士の信号点間距離を長くすることができることを意味
しますから、選択肢 4の記述が間違っています。 
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【解答】4 
難易度★★（ちょっと難しいかも） 
信号点に 00・01・10・11 と割り振り、雑音で隣の信号点に変移してしまう場合を考えると、1 ビットの誤りに
なる場合と 2ビットの誤りの場合があることが分かります。 
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【解答】1 
難易度★（定番問題） 
QPSK 復調器は、搬送波再生回路で作り出した搬送波と受信信号を乗算しますが、搬送波とそのまま乗算する
ものが同相軸、90°移相波と乗算するのが直交軸になります。LPFの出力信号は識別器によって奇麗なデジタ
ル信号に変換します。 
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【解答】1 
難易度★★（ちょっと難しいですが、原理と現象を理解しておきましょう） 
相互変調は、高周波増幅回路などの入出力特性が直線範囲ではなく、飽和領域の曲線範囲に入ってしまうこと
で生成される歪み成分によって引き起こされるものです。  
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【解答】5 
難易度★（是非とも正解したい問題） 
CDMA では、同じ周波数を複数の移動局が使用します。遠くの移動局から基地局に届く信号は弱いため、基地
局の近隣の強力な移動局の信号に妨害されてしまうという遠近問題が発生します。そこで、基地局側から移動局
の出力電力を制御する機構を組み込むことで、受信電力が基地局の時点で同一になるように制御することでこの
問題を解決しています。 
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【解答】2 
難易度★（定番問題） 
1：VSAT 地球局は小型軽量ではありますが、指向性の鋭いパラボラアンテナを通信衛星の方に常に向けておく
必要があるため、車両に搭載して走行中に使用することは現実的ではありません。洋上の船舶であれば、急激に
進行方向が変わることはありませんので、安定して使用することができます。 
3：UHF帯ではなく、12GHz や 14GHzといったマイクロ波帯を使用します。 
4：オフセットパラボラアンテナを使用します。 
  



第一級陸上特殊無線技士国家試験解説©H.Kemanai kema@khz-net.co.jp 無断での商用利用を禁じます。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【解答】2 
難易度★（定番問題） 
鏡で光を反射させる時と同じで、鏡に対してできるだけ垂直に光を当てると強力な光を反射することができる
のに対し、鏡に対して平行に近いと余り光は強くならないのと同じです。  
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【解答】3  
難易度★★（計算が必要ですが、必ず正解したい問題） 
電波は 1秒間に 30万 km伝搬しますから、60μs の間に 18000m 伝搬します。ただし、レーダー波の伝搬距離は
物標までの往復距離となるため、物標までの実際の距離は 18000÷2で 9000[m]となります。 
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【解答】1 
難易度★（ちょっと専門的ですが、知っていれば即答できる問題） 
これは FTC 回路の説明です。 
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【解答】4 
難易度★（ちょっと専門的ですが、覚えていれば容易に答えられる問題） 
電磁ホーンアンテナは、選択肢 2のように導波管の開口部を徐々に広げた構造のものです。共振構造を持た
ず、導波管を伝搬してきた電波がそのまま広がって放出されていくため、広帯域です。 
ホーンの開き角が大きいということは、導波管から急角度で開口部が広がることを意味し、そうすると放出さ
れる電磁波は球面波に近い波となります。 
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【解答】1 
難易度★（ぜひ正解したい問題） 
隣接する放射素子を逆位相で励振すると、互いに打ち消しあってしまいます。 
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【解答】2 
難易度★（基本的な知識問題） 
給電線やアンテナ、送信機、受信機など高周波信号を送受信・伝送する装置などは、構造などから決定される
特性インピーダンスを持ちます。水で例えれば、水道管の太さが特性インピーダンスに対応します。 
特性インピーダンスが整合していないと、信号の反射が生じて効率が悪化します。水道管で例えると、太さが
異なる水道管をそのまま接続し、すき間から水が漏れている状態です。このような場合、インピーダンス整合
回路を挿入して整合を取ると効率が良くなります。水道管で例えれば異径ジョイントです。 
また、電線の物理的構造によって平衡型と非平衡型の伝送路に分けることができますが、これもマッチングを
取らなければなりません。例えば、同軸ケーブルに平衡型のアンテナをそのまま接続すると、平衡回路に不平
衡電流が流れてしまいます。これを防ぐためのマッチング回路をバランと呼びます。ちなみに、バランとは
BALunced-UNbaluncedの文字を取って BALUN と呼び習わしたものです。 
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【解答】4 
難易度★（必ず正解したい基本問題） 
3/4倍ではなく、4/3倍したものです。 
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【解答】2 
難易度★★★（最後に時間が余ればチャレンジする問題） 
選択肢 A の式については、送受信アンテナ間の距離が離れれば離れるほど損失値は大きくなるはずですから、選
択肢 1・2・3 の式しかありえません。 
さて、これを実際に計算します。7.5[GHz]の電波の波長は、電波の速度を周波数で割って、 

3 × 108

7.5 × 109
= 0.04[m] 

です。これを式に代入すると、 

�
4𝜋𝜋𝜋𝜋
𝜆𝜆
�
2

=
16 × 10 × 𝜋𝜋2

𝜆𝜆2
=

160 × 5 × 103 × 5 × 103

(4 × 10−2)2 =
160 × 5 × 103 × 5 × 103

16 × 10−4
= 250 × 1010 

となり、これが損失の真数値です。 
次に、この値を dB に変換します。 
 

「電力利得の倍数は、2倍＝3dB、10 倍＝10dB。電圧や電流の場合はさらに倍」 
「真数の掛け算・割り算は、dB では足し算・引き算」 

 
を利用します。250×1010＝（1000×1010÷2÷2）ですから、1000×1010＝1013 より 130[dB]－3[dB]-3[dB]＝

124[dB]と求まります。 
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【解答】3 
難易度★（必ず正解したい基礎問題） 
リチウムイオン蓄電池は、単セル当たりの公称電圧が 3.7[V]程度と高いのが大きな特徴です。 
ニッケルカドミウム蓄電池などの従来の電池に比べると、小型軽量で高エネルギー密度、メモリー効果が無いな
どの大きな特徴を備えているため、携帯電話をはじめとした各種電気機器に組み込まれて使用が広がっています。 
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【解答】5 
難易度★★（考え方さえ分かれば簡単な計算） 
 

「電力利得の倍数は、2倍＝3dB、10 倍＝10dB。電圧や電流の場合はさらに倍」 
「真数の掛け算・割り算は、dB では足し算・引き算」 

 
ですから、15[dB]の減衰値の真数値を求めます。15[dB]＝3[dB]+ 3[dB]+ 3[dB]+ 3[dB]+ 3[dB]ですから、真
数値にすると 2×2×2×2×2＝32 と求まります。したがって、この送信機は「出力を 32 分の 1 にしたら 50[mW]
だった」ということになります。 
したがって、50[mW]×32＝1600[mW]です。 
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【解答】5 
難易度★（基礎知識です。覚えておきましょう） 
デジタルマルチメーターは、二重積分型 A/D 変換回路などを備え、入力電圧を時間の長さに変換し、この時間
を電圧値に変換して表示するものが一般的です。大きな特徴としては、アナログ式テスターに比べて入力インピ
ーダンスが非常に高く、被測定物に与える影響がとても小さいという点が挙げられます。 
直流電圧・電流、交流電圧・電流、抵抗、静電容量など様々な値が測定できる製品は、それらの値を一旦直流電
圧値に変換し、それを表示することで目的の値を数値化し表示しています。 
 


